
一緒に成長できる地域子育て支援の実際

NPO法人せたがや子育てネット 代表理事松⽥妙子

イラスト・丸山誠司



松田妙子 自己紹介
★渋谷区育ち。工務店を営む母方の祖父母と同居。
民生委員だった祖母の「まちのよろず相談」の現場を
見て育つ。身近な場でのよろず相談。
★青年館で活動。代々木公園でイベント開催
「大人も子どもも放課後が大事！」

★こどもの城で「人と関わって遊ぶ」部署で働く。
「地域で一緒に育つ・一緒に育てる」

★1998年夫の転勤先の三重県津市で
第１子5ヶ月の時、ママの部室「赤ちゃんサロン」開催。
「あいま通信」発行。当事者主体の活動の化学反応

★2001年世田谷で産後家庭にアウトリーチ（家事援
助）と、無認可保育園の一室で常設の居場所開始。

県レベルの自治体のため、一つの団体・場所だけで
はダメ！ネットワークが必要！と考える。

★ダブルケアを経験。
5年間で3人を看取り、遠方の義実家を片付ける。



2022年NPO法人せたがや子育てネット
主な実施事業

 せたがやこどもフードパントリー
2020年4月14日からスタート。2022
年12月末までに129日間323回の活動
を通じてのべ約24500食を提供。

 地域子育て支援コーディネーター
（利用者支援基本型子育て世代包括支援センター）

身近な場所で
予防的な
相談事業・資源開発
中間支援センター
烏山・玉川

 赤ちやんをつれて学校へ行こう！
区立中学校3年家庭科、
都立高校定時制へ
地域の1歳までの
赤ちゃんとその家族と
共に訪問
「ティーンエイジャーに
赤ちゃんを抱っこする体験をプレゼント」

 情報提供
＊メルマガ耳寄り情報
＊多胎児むけメルマガ
＊ LINE＠等各種SNS
＊ FMせたがや情報提供番組

 人材育成
＊ファミリーサポートセンター
アドバイザー研修

＊フォスタリング機関 里親研修
＊世田谷区ほっとステイ従事者研修
（保育サポーター養成）

 産前産後のセルフケア講座
対象：妊婦と産後5か月未満の産婦
内容：赤ちゃんの抱っこ、ストレッチ等の
講習、あわせて地域の情報を提供し、
身近な場所での
相談につなぐ

 区⺠版子ども子育て会議
＆ティーンエイジ会議

 地域共生社会にむけての
多分野との連携・中間支援

＊生活サポートNPO等協議会
＊せたがや防災NPOアクション
＊外あそびプロジェクト・せたがや

 おでかけひろば【 4カ所】
（地域子育て支援拠点事業）
区内団体と実践交流・ネットワー
クを構築しつつ運営

ぶりっじ@roka
（南烏山）

まーぶる（瀬田）
すぷーん（深沢）
おりーぶ（奥沢）

 スポーツ財団主催講座託児



世田谷区第2期子ども計画素案より



20221209区民版子ども子育て会議 厚生労働省度山さんの資料より



子どもがいきいきわくわく育つまち=子どもが権利の主体
⇒こどもコミッショナー制度・こどもオンブズ
身近な地域での日常的な寄り添いと惜しみないサポート
⇒すべての3歳未満の家庭に対する予防型現物給付
あなたがそのままの姿でいられる場所
支援の受け手も支え手になれる場所。「自分にも役割がある」

困ってから
救命浮き輪を
投げる社会ではなく

すべての人に

ライフジャケット
が配られている
安心の社会

「いまある支援」と「広く深い予防」をもっと！

イラスト・丸山誠司



そのまちになじみ
がない親のもとで
育っても、子どもに
とってはふるさとに



虐待“予防”をどうとらえるか

• 再発防止
（児童相談所）

• 早期発見 →要保護児童対策地域協議会
（子ども家庭支援センター）

• 発生予防 →地域の子育て支援
（地域子育て支援拠点・利用者支
援事業基本型）



東京都世田谷区
人口９2万人 出生数：約6800人/年

★新生児期の訪問50%は
フォローケース
★一時保護95%は在宅支援

→支えるための身近な地域
での支援メニュー
→地区ごとにインフォーマル
な支援とおせっかいな世話役
（節度ある介入）が必要



世田谷区おでかけひろば
（デイサービス：地域子育て支援拠点事業）
あたたかく迎え入れる。「ケ」の日常を紡ぎだす
プラットフォーム。歩いて15分以内を目指す

直接かかわるスタッフが深く地域
と子育て家庭を理解していること
が、とてもとても大事。
身近な地域にたくさんあること。

水平対等な関係
保護者？ボランティア？
スタッフ？ごちゃまぜ
循環型の支援

子どもにとって多様な人た
ちとの関わりと安心の場所



地域子育て支援拠点の利用の際
に感じた不安

「地域子育て支援拠点ガイドラインの手引き」中央法規出版より引用



ハッピーセパレーション（ほっとステイ）
（ショートステイ：理由を問わない一時預かり）

自身が見えていないニーズ
「子どもといるのがしんどい」
「ちょっと休みたい」
リフレッシュというよりレスパイト！
実家のように
「いつでも、安心して」
「三枚のおふだ」として

子どもの最大の環境は保護者
→当事者がしてほしいことを入り口
につながりをつくる

「満たされた」気持ちになるまで根気よく。「足りなさ」は人それぞれ
「ごめんね」から「いい時間をありがとう」へ
一時預かりというサービスではなく、コンセプトを伝える。



ツインズプラスサポート（産後ヘルパー）
（ホームヘルプ：子育て分野は国では制度外）



地域子育て支援コーディネーター（子育て世代包括支援センター）
（ケアマネ—ジャー：利用者支援事業基本型）

★予防的に関わる （拠点で会える）

軽微なことでも相談し慣れてもらう

課題を切り取ると辺境化する

＜ありのままで地域で包摂される

★なかったらつくる！

小さな、パーソナルなものから。

資源の開発は当事者参画で。

★当事者へのありがとうのシーンを増やす

地域でありがとうが言える場をつくりだす。

支援する/される関係からの脱出



個と地域の一体的な支援

「地域福祉援助をつかむ」岩間伸之・原田正樹 著 有斐閣2012 より



区民版子ども子育て会議
計画策定と並行して市民の対話の場をつくろう

• 手弁当ではじめる。（数人からでも、いつからでも）

• 対等な立場で、要望の場ではないことを確認。

「切れ目ない支援」「外遊び」「働き方」 官民まじえてもりあがる！

• 場所は行政が確保してくれるようになる。

• 終わると必ず懇親会

→政策にも反映されました。

→パートナーシップの醸成

→異動してきた担当者を巻き込む

私たちにも
役割がある！

始まって
から8年



ワーク・ライフ・コミュニティバランスを！

ワーク ライフ

コミュニティ

ワーク ライフ

コミュニティ

子育てが始まる時期は「コミュニティ」の底辺をひろげやすい。
地域とつながるチャンス！



系統だった探求の先に発見が。ニーズからはじまる。



赤ちゃんとのふれあい体験授業
現状：
初めての子どもが生まれる前に赤ちゃんの世話をしたことのない親が
４人のうち３人（横浜市・２０１３年）

目的：
自分の後に生まれてきた人への態度と責任
いつくしむ感じを味わう。赤ちゃんの成長発達のイメージを得る。
子育てする人生を送っている人との出会い

自分が生まれてきたことを
「根っこ」と捉えてほしい

子育て中の親に
地域での役割をつくる

「ティーンエイジャーに体験をプレゼント」

未来志向で。循環を生み出す



せたがやこどもフードパントリー
2020年4月14日から開始した「せたがやこどもフードパントリー」。
多くの個人・団体・企業などからのご協力を得て活動。

現在は妊娠中・未就学から高校生世代まで
約200家庭360人の子どもたちが利用。

活動資金や食材を
集めています！



世田谷区平成３０年度子どもの生活実態調査【子ども・保護者アンケート調査】詳細分析報告より

困ってからつながりをつくるのではなく、
日常でつながっている必要性



ちょっとした「ヒント」をつかみ
親子の関係や毎日の暮らしを
ダイナミックに変化させる力を
当事者は持っている。

まちも人も強みをみつけよう

「２０５０超高齢社会
のコミュニティ構想」
（岩波書店）
第５章
「支援の受け手が
支え手にもなる
地域社会」



声を集めて発信する

Change.org

＃出産を無償に
出産費が61万円超」の人がほぼ半数。高すぎて子どもを産めない国・ニッポン。
出産を原則無料にしてください！



まちのネットワークの「キモ」は
中間支援機能

• ぶりっじ機能
誰かと誰かをつなぐ
ナニカとナニカをつなぐ

• アジト機能
自分をわかってくれる仲間
ナニカをたくらむ

• トランポリン機能
うっかりおっこちても、
受け止めてくれる
跳ねて、しかるべき場所へ戻れる

プレイヤーが

圧倒的に足りま
せん！！！

意味あるオトナに
なろう！！！



リバウンド
を

とり続ける

• 連携先につなげた「つもり」
でも、うまくシュートできな
いことのほうが多い。もしも
ボールが跳ね返ったら、すか
さずリバウンドをとる！

• うまくシュートし、ゴールを
通過したボールでも、結局
（地域に）落ちてくる。
その行く末まで見届けられる

のも地域に拠点をもつ強み。

「地域とつながって子育て」・・・
具体的な手ごたえは少ないのでは


